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議会
のたより

第
３
回
定
例
会

新
庁
舎
整
備
特
別
委
員
会
を
設
置

Contents
８月２１日（日）、中公民館で御嵩町議会住民懇談会を開催しました。

「今後の御嵩町の公共施設を考えましょう」をテーマに、ワー
ルドカフェ形式で行い、和やかな雰囲気のなか

で意見交換を行いました。

みたけ
いっぺん見てみて



町
長
が
諮
問
し
た
御
嵩
町
庁
舎
整
備
検

討
委
員
会
で
は
、「
現
在
の
庁
舎
の
耐
震

補
強
及
び
大
規
模
改
修
の
実
施
又
は
庁
舎

の
建
て
替
え
（
移
転
を
伴
う
か
否
か
を
含

む
）」
に
つ
い
て
は
３
案
併
記
の
答
申
で

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
庁
舎
の
整
備
方
針

に
つ
い
て
は
、
町
長
と
議
会
に
そ
の
判
断

が
託
さ
れ
た
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
今
年
４
月
14
日
に
熊
本
地
震

が
発
生
し
、
２
度
に
わ
た
る
震
度
７
の
強

震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
熊
本
地
方
で
は
、

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
多
く
の
避
難
者
を

出
し
ま
し
た
。
５
市
町
の
庁
舎
が
損
壊
し
、

防
災
拠
点
と
な
る
べ
き
そ
の
機
能
が
奪
わ

れ
大
き
な
混
乱
を
招
き
、
中
に
は
、
耐
震

補
強
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
庁
舎
が
損
壊

し
使
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
熊
本
地
震
を
契
機
に
、
町
長
は
議

会
の
一
般
質
問
（
６
月
８
日
）
に
お
い
て
、

「
財
政
面
の
裏
付
け
を
基
本
に
現
庁
舎
に

隣
接
し
て
建
て
る
か
、
別
の
場
所
に
移
転

す
る
か
に
絞
っ
た
」
と
そ
の
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
議
会
で
は
、
慎
重
に
議

論
を
積
み
重
ね
、町
長
と
同
じ
よ
う
に「
新

築
す
べ
き
」
と
い
う
方
針
で
合
意
形
成
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

議会活性化研究会で庁舎整備について議論を積み重ねました

議会は「庁舎新築」で合意
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庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
議
会
と
し

て
「
新
築
す
べ
き
」
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

新
築
す
る
に
は
現
在
の
場
所
が
い

い
の
か
、
移
転
す
る
べ
き
か
を
住
民

の
皆
さ
ん
と
話
し
あ
い
、
意
見
を
伺

い
た
い
と
考
え
、前
回
（
１
月
24
日
）

に
引
き
続
い
て
、
住
民
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
そ
っ
て
参
加
さ
れ
た
25

名
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
主
な
意
見

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
庁
舎
は
、
今
の
場
所
に
新
築
か
、

「
庁
舎
は
、
今
の
場
所
に
新
築
か
、

別
の
場
所
に
移
転
か
・
ど
う
思
う
？
」

別
の
場
所
に
移
転
か
・
ど
う
思
う
？
」

【
現
在
地
に
新
築
】

・
３
、
４
階
建
て
に
す
る

・
地
下
充
填
済
み
の
駐
車
場
に
つ
く
る

・
北
庁
舎
・
希
ら
り
館
に
近
い
方
が

分
散
し
な
く
て
よ
い

・
費
用
を
抑
え
る
た
め
現
庁
舎
東
の

駐
車
場
に
つ
く
る

・
立
体
駐
車
場
に
す
れ
ば
よ
い

・
災
害
時
に
学
校
と
の
一
体
的
利
用

が
可
能

・
将
来
の
人
口
減
や
財
政
力
か
ら
現

在
地
で

・
移
転
は
場
所
の
選
定
が
難
し
い

【
移
転
し
て
新
築
】

・
現
在
地
で
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

や
発
展
性
に
疑
問

・
多
目
的
ホ
ー
ル
を
兼
ね
た
複
合
施

設
を

・
名
鉄
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
場

所
で

・
駅
の
近
く
に
庁
舎
を
つ
く
る

・
現
在
地
は
山
と
川
が
近
い
た
め
避

難
場
所
と
し
て
機
能
し
に
く
い

・
駐
車
場
は
で
き
る
限
り
広
く
、
多

目
的
利
用
を

・
駐
車
場
の
確
保
は
移
転
し
な
い
と

で
き
な
い

・
町
づ
く
り
を
考
え
て
亜
炭
廃
坑
の

な
い
上
之
郷
地
区
に
移
転
し
活
性

化
・
上
之
郷
か
ら
伏
見
の
中
間
点
、
通

過
点
が
い
い

・
消
防
署
と
一
緒
に
す
る
な
ど
複
合

施
設
を

・
人
口
密
集
地
（
人
口
重
心
地
）
に

ほ
し
い

「
ま
ち
づ
く
り
な
ど
も
考
え
て
、
ど

「
ま
ち
づ
く
り
な
ど
も
考
え
て
、
ど

ん
な
新
庁
舎
を
期
待
す
る
の
か
？
」

ん
な
新
庁
舎
を
期
待
す
る
の
か
？
」

【
現
在
地
に
新
築
】

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
建
物

・
人
口
減
も
考
え
て

・
建
設
コ
ス
ト
の
削
減

【
移
転
し
て
新
築
】

・
耐
震
性
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
広
い

駐
車
場
の
確
保

・
名
鉄
利
用
が
ス
ム
ー
ズ
な
場
所
で

・
公
共
施
設
が
集
中
で
き
る
場
所
で

・
道
路
網
（
バ
イ
パ
ス
等
）
が
確
保

で
き
寸
断
さ
れ
な
い
場
所
で

・
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
夢
が

見
た
い

御
嵩
町
議
会
住
民
懇
談
会
開
催

御
嵩
町
議
会
住
民
懇
談
会
開
催　
平
成
28
年
８
月
21
日（
日
）午
前
10
時
～
中
公
民
館

今
後
の
御
嵩
町
の
公
共
施
設
を
考
え
る「
庁
舎
等
」

お菓子をつまみお茶を
飲みながらのワール
ド・カフェ！！
　今回の懇談会は、喫茶店
で自由気ままに話をするよ
うな雰囲気の中で、ご意見
をお聞かせいただくために

「ワールド・カフェ」方式で
行いました。お茶を飲み、
お菓子をいただきながら気
楽に自分の意見やアイデア
をお話しいただきました。

「ワールド・カフェは、堅苦
しくなくてよかった。」「新企
画（ワールド・カフェ）はす
ごい。楽しかった。」「議員活
動を身近に感じた。」「各地区
でこんな懇談会を多く設け
浸透させたら。」といったご
意見もいただいています。

みたけ議会のたより  （平成28年11月15日号）

3



「
今
日
、
議
論
し
て
み
て
感
想
は
？
」

「
今
日
、
議
論
し
て
み
て
感
想
は
？
」

・
耐
震
よ
り
も
免
震
工
法
で
コ
ン
パ

ク
ト
に

・
地
震
や
水
害
に
強
い
庁
舎

・
庁
舎
以
外
の
公
共
施
設
を
優
先
す

べ
き

・
庁
舎
整
備
は
活
性
化
の
中
心
に
は

な
ら
な
い

・
新
鮮
な
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ

り
、
将
来
を
考
え
た

・
あ
ま
り
行
か
な
い
の
で
、
公
民
館

を
優
先
し
て
ほ
し
か
っ
た

・
議
員
が
身
近
に
感
じ
た

「
今
後
、
町
議
会
議
員
に
何
を
期
待

「
今
後
、
町
議
会
議
員
に
何
を
期
待

す
る
？
」

す
る
？
」

・
人
口
が
３
割
減
、
後
世
に
負
担
を

残
さ
な
い

・
少
子
高
齢
化
対
策

・
幼
児
か
ら
年
配
者
ま
で
が
遊
べ
、

楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し
い

・
商
業
施
設
の
立
地
を
考
慮
す
る

・
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
八
百
津
町

と
の
連
携

・
名
鉄
広
見
線
を
ど
う
す
る
の
か

・
20
、
30
年
先
の
将
来
の
人
た
ち
の

こ
と
を
考
え
て

・
懇
談
会
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て

・
旧
４
町
村
の
合
併
問
題
が
再
燃
し

な
い
よ
う
配
慮
を

　

懇
談
会
を
受
け
、
８
月
30
日
に
、

全
議
員
で
構
成
す
る
議
会
活
性
化
研

究
会
を
開
き
、懇
談
会
で
お
聞
か
せ

い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
や
熱
い

思
い
な
ど
の
中
か
ら
、今
後
、新
庁
舎

整
備
特
別
委
員
会
（
９
月
１
日
設
置
）

な
ど
で
討
議
す
べ
き
課
題
と
し
て
、

左
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
選
び
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
す
べ
て
に
つ

い
て
、「
現
在
地
に
建
て
る
の
か
」「
移

転
し
て
建
て
る
の
か
」
の
両
面
か
ら

慎
重
に
議
論
し
、
将
来
の
御
嵩
町
の

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る
中
で
、

庁
舎
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
、
議
会

と
し
て
責
任
の
持
て
る
結
論
に
結
び

付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

真
剣
な
討
議
と
責
任
の
持
て
る
結
論
へ

VS

《キーワード》
・財政面
・災　害
・地下充填
・駐車場
・複合施設
・用　地
・利便性
・バイパス
・名鉄（駅）
・八百津トンネル
・コンパクト
・跡地利用
・出張所の充実
・活性化
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新庁舎の整備は最重要課題

第３回定例会初日に、「新庁舎整備特別委員会の設

置について」の発議が提出され、全員賛成で可決され

ました。この特別委員会は、７名の委員により構成さ

れ新庁舎整備の候補地及び整備に係る方向性について

調査研究するために設置されたものです。

直ちに第１回新庁舎整備特別委員会を開催し、委員

の互選により正副委員長が決まりました。

選出された委員、正副委員長は次のとおりです。

　9月 7日に第 2回特別委員会を開催し、冒頭のあいさつとして高山委員長は、論点となる「現

在地に建てるのか、新たな場所へ移転して建てるのかという２案の候補地について、どちらかに決

定できる特別委員会としたい。」という強い決意を示しました。

また、委員会に出席した大沢議長は、あいさつの中で「新庁舎の整備は、町議会として取り組む

最重要課題と位置付けたい。」との思いを述べました。その後、委員会の今後のスケジュールや調査

研究、協議の進め方など

を話し合い、特に、新庁

舎の候補地については、

遅くとも 11 月中旬まで

に委員会としての調査・

研究結果を議長に報告す

ることを確認しました。

新庁舎整備特別委員会での協議の様子

新庁舎整備特別委員会設置の発議が提出されました

■新庁舎整備特別委員会委員
　委 員 長：高山由行　　
　副委員長：安藤雅子
　委　　員：岡本隆子　山田儀雄　伏屋光幸　安藤信治　奥村雄二

「新庁舎整備特別委員会」設置「新庁舎整備特別委員会」設置
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（議案はすべて原案通り可決し、閉会）

第3回 定例会  9月1日~20日

議
長
報
告

●
福
祉
・
保
育
人
材
確
保
対
策
に

関
す
る
陳
情

●
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い

て
（
平
成
28
年
５
月
分
か
ら
７

月
分
ま
で
の
現
金
の
出
納
が
正

確
で
あ
っ
た
こ
と
の
報
告
）

町
長
報
告

●
平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て
（
詳
細

は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
上

之
郷
汚
水
幹
線
第
８
工
区
工
事

の
工
事
請
負
契
約
の
変
更
）

　

御
嵩
町
教
育
委
員
に
田
中
妙
子

さ
ん（
西
之
門
）が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

田中妙子さん
（再任 3期目）

任期は平成32年9月30日まで

報
　
　
告

人
事
案
件

平成27年度決算の認定、28年度補正予算など、議案22件を審議・可決

６議員が町政について質問

第1日目（1日）
・議長報告２件、町長報告２件

・各議案の上程、提案理由の説明（２２件）

・審議、採決（新庁舎整備特別委員会の設置についてなど４件）

第2日目（6日）
・一般質問（6 議員）

第3日目（7日）
・議案（平成２７年度各会計決算認定など）を総務建設産業常任委員会・民生文教常任委

員会に付託

民生文教常任委員会（13日）
・平成２７年度国民健康保険特別会計決算、平成２７年度後期高齢者医療特別会計決算、

平成２７年度介護保険特別会計決算などを審議

総務建設産業常任委員会（15日）
・平成２７年度一般会計決算、平成２７年度下水道特別会計決算、平成２７年度水道事業

会計決算などを審議

第4日目（20日）
・各常任委員会に付託された議案の審査結果報告・審議・採決（７件）

・その他議案の審議・採決（１１件）

みたけ議会のたより （平成28年11月15日号）
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条
例
の
改
正

●
御
嵩
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
を
改
正

　

一
昨
年
の
町
産
業
祭
で
起
き
た

職
員
の
公
用
車
転
落
事
故
を
受
け
、

町
長
の
10
月
支
給
の
給
料
を
10
％

減
額
し
、
同
じ
く
副
町
長
の
給
料

を
３
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

平
成

年
度
補
正
予
算

　

一
般
会
計
は
主
に
交
付
税
、
補

助
金
の
確
定
に
伴
う
も
の
、
県
道

多
治
見
・
白
川
線
改
良
工
事
に
伴

う
補
正
な
ど
、
そ
の
他
の
特
別
会

計
に
つ
い
て
も
、
主
に
補
助
金
な

ど
の
確
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

（
下
表
参
照
）

条
例
の
制
定

全
国
に
先
駆
け

全
国
に
先
駆
け

「
御
嵩
町
太
陽
光
発
電
の
推
進
及

「
御
嵩
町
太
陽
光
発
電
の
推
進
及

び
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」

び
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定

を
制
定

　

環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
本
町

が
目
指
す
べ
き
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町

内
に
お
い
て
発
電
事
業
者
が
行
う

設
備
の
設
置
な
ど
の
手
続
き
を
定

め
ま
す
。

　

全
国
に
先
駆
け
太
陽
光
発
電
設

備
の
手
続
き
な
ど
を
条
例
化
す
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
発
電
設
備

の
適
正
な
立
地
、
維
持
管
理
、
用

途
廃
止
後
の
有
効
な
跡
地
利
用
を

図
り
ま
す
。

平
成

年
度
決
算

　

平
成
27
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
、
下
水
道
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

は
、
８
月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け

て
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

が
行
わ
れ
、
決
算
計
数
は
関
係
帳

簿
や
証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、

誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
も
と
に
総
務
建
設
産
業

常
任
委
員
会
、
民
生
文
教
常
任
委

員
会
に
お
い
て
関
係
職
員
に
事
業

内
容
を
確
認
し
審
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
、
議
会
で
の
審

議
を
経
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
決
算
の
内
容
は
８

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

定

例

会

会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第2号） １億２０９万円増 ８６億１,６９９万円

国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ３,８８４万円の増 ２５億２,８８４万円

後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第1号） ４６１万円の増 ２億１６１万円

介護保険特別会計補正予算（第1号）
（保険事業勘定）
（サービス事業勘定）

４,８７３万円の増
１９５万円の増

１５億５,８７３万円
７５５万円

下水道特別会計補正予算（第1号） ４０８万円の減 ９億７９２万円

条
例
（
主
な
も
の
）・
補
正
予
算
・
決
算

みたけ議会のたより  （平成28年11月15日号）
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平成27年度　決算報告
平成27年度　一般会計・特別会計決算総括表� （単位：円）

平成27年度　水道事業会計決算総括表� （単位：円）

健全化判断比率及び資金不足比率一覧表� （単位：％）

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成 27 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足
比率が報告されました。内容は次の表のとおりです。御嵩町はいずれの指標も法律の定める健全性に欠ける基準（早
期健全化基準、財政再生基準）を下回っています。

（※）標準財政規模とは、地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模を表します。
　　  平成２7 年度御嵩町の標準財政規模は、45 億 5,771 万円です。

区　分
会　計 歳入合計 歳出合計 差引額

一般会計 9,205,384,089 8,979,624,953 225,759,136

特別会計 5,167,696,172 5,009,629,322 158,066,850

内
　
訳

国民健康保険特別会計 2,575,373,800 2,467,972,405 107,401,395

後期高齢者医療特別会計 183,399,544 178,313,379 5,086,165

介護保険特別会計（保険事業勘定） 1,533,971,649 1,505,830,074 28,141,575

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 7,164,483 5,163,604 2,000,879

下水道特別会計 867,786,696 852,349,860 15,436,836

合　　計 14,373,080,261 13,989,254,275 383,825,986

区　　　　　分 収入合計 支出合計 差引額

収 益 的 収 支 583,048,989 527,910,594 55,138,395 　（消費税・地方消費税抜き）

資 本 的 収 支 468,617,355 468,617,355 0 　（消費税・地方消費税込み）

比率区分 内　　　　　容 御嵩町 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実 質 赤 字 比 率
一般会計の実質赤字が標準財政規模に占
める割合

（赤字なし） 15.00 20.00

連結実質赤字比率
一般会計のみならず特別会計、企業会計
を含むすべての会計の実質赤字が標準財
政規模に占める割合

（赤字なし） 20.00 30.00

実質公債費比率
一般会計などが負担する公債費（借金の
返済額）が標準財政規模に占める割合

7.3 25.00 35.00

将 来 負 担 比 率
一般会計などが将来負担すべき債務（借
金残高など）が標準財政規模に占める割
合

3.9 350.00

公営企業における
資 金 不 足 比 率

資金不足額が事業規模に占める割合

水道事業会計
（資金不足なし）

20.00 
下水道特別会計

（資金不足なし）

定

例

会

みたけ議会のたより （平成28年11月15日号）
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議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

認定第１号 平成 27 年度御嵩町一般会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第２号 平成 27 年度御嵩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第３号 平成 27 年度御嵩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第４号 平成 27 年度御嵩町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第５号 平成 27 年度御嵩町下水道特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第６号 平成 27 年度御嵩町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
認定及
び可決

議案第30号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

議案第31号 平成 28 年度御嵩町一般会計補正予算（第２号）について 可決

議案第32号 平成 28 年度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第33号 平成 28 年度御嵩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第34号 平成 28 年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第35号 平成 28 年度御嵩町下水道特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第36号 御嵩町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第37号 御嵩町町税条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第38号 御嵩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第39号
御嵩町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について

可決

議案第40号 工事請負契約の締結について（下水道管渠改築第 6 期工事：大庭台地区） 可決

議案第41号
工事請負契約の一部変更について（南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災モデル事業第 3 期防災
工事の変更）

可決

議案第42号 財産の取得について（情報セキュリティ強化対策機器導入） 可決

議案第43号 財産の取得について（業務系パソコン購入） 可決

議案第44号 御嵩町太陽光発電の推進及び適正管理に関する条例の制定について 可決

発議第１号 新庁舎整備特別委員会の設置について 可決

定

例

会

すべて全会一致でした審審 結結議議 果果

みたけ議会のたより  （平成28年11月15日号）
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現
在
の
校
舎
は
50
年
目
を
迎
え

る
。
地
域
住
民
の
方
々
に
建
設
計
画
・

事
業
計
画
を
庁
舎
建
設
と
同
時
に
提

示
し
て
ほ
し
い

�

【
教
育
長
】

　

耐
震
基
準
は
満
た
し
て
い
る
が
、

老
朽
化
で
の
修
繕
が
多
く
な
り
、
大

規
模
改
修
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

改
修
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
、
安
全
・

機
能
面
の
不
具
合
を
き
ち
ん
と
修
繕

し
、
安
全
・
安
心
な
学
校
に
な
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

�

【
町
長
】

　

各
小
中
学
校
の
耐
震
化
は
実
施
済

み
で
あ
り
、
老
朽
化
対
策
は
、
優
先

順
位
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く

る
。
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
最

優
先
で
あ
り
必
須
の
施
設
と
位
置
付

け
て
い
る
。
庁
舎
と
同
等
に
位
置
付

け
て
い
る
の
が
中
保
育
園
、
そ
し
て

中
児
童
館
で
あ
る
。
こ
の
３
施
設
が

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
本
町

の
大
き
な
施
設
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が

耐
震
化
の
最
終
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

く
る
。
そ
の
後
に
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
施
設
の
老
朽
化
対
策

で
あ
る
。
伏
見
小
学
校
に
つ
い
て
は
私

の
３
期
目
余
す
と
こ
ろ
の
３
年
足
ら

ず
で
、
実
施
へ
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す

考
え
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
財
政
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、

本
町
の
財
政
力
で
耐
え
得
る
形
を
き

ち
ん
と
成
り
立
た
せ
、
進
め
て
い
く
。

問問答答答答

伏屋　光幸　議員………………… 10ページ
○伏見小学校の建設計画は？

加藤　保郎　議員………………… 11ページ
○介護予防関連施策の事業展開は？

○選挙啓発として投票済証を使えないか？

山田　儀雄　議員………………… 12ページ
○自治会活動の在り方について問う
○公共施設マネジメントを推進するには専任の
者が必要ではないか？

岡本　隆子　議員………………… 13ページ
○みんなでつくる「地域包括ケアシステム」の
在り方とは？

安藤　信治　議員………………… 13ページ
○荒廃が進む田んぼの畦や水路などについて伺う

高山　由行　議員………………… 14ページ
○公共施設マネジメントの取り組み状況は？
○今一度、町民憲章を見つめ直してみては？
（掲載順は本会議での質問順とは異なります）

伏屋光幸　議員

50 年目を迎える伏見小学校校舎

　一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文責です。
　一般質問のページに掲載した内容について、議員に直
接連絡がつかない場合は、ご質問の内容、お名前、連絡
先（住所、電話番号等）を添えて、議会事務局まで書面
にてお届けくだされば、各議員に連絡いたします。

　掲載してある質問、答弁は要約となっております。
会議録は町ホームページや議会事務局で閲覧できます。

文責について文責について

内容について内容について

伏
見
小
学
校
の
建
設
計
画
は
？

校
舎
の
大
規
模
改
修
は

最
重
要
課
題

問答

一
般
質
問
と
は
？

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、
町
議
会
議
員
が
町
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問

で
あ
な
た
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ

り
ま
す
か
？

一一 質質般般 問問

き
い
て
み
た
い
な
、こ
ん
な
こ
と

みたけ議会のたより （平成28年11月15日号）
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介
護
予
防
等
事
業
の
組
織
的
対

応
策
に
つ
い
て

①　

個
別
の
高
齢
者
機
能
回
復
プ
ラ

ン
の
作
成
と
指
導

②　

認
定
ラ
ン
ク
改
善
の
意
識
啓
発

③　

機
能
回
復
訓
練
内
容
等
の
協
議

体
の
設
置

④　

在
宅
支
援
活
動
の
協
議
体
の
設

置

�

【
民
生
部
長
】

①　

新
規
認
定
者
を
対
象
に
、
医
師

や
理
学
療
法
士
な
ど
外
部
か
ら
の
助

言
者
を
含
ん
だ
関
係
者
ら
に
よ
る
地

域
ケ
ア
個
別
会
議
を
開
催
し
、
プ
ラ

ン
作
成
を
チ
ー
ム
で
指
導
し
て
い
く
。

②　

新
規
の
申
請
者
に
、
介
護
保
険

法
の
本
質
と
目
的
に
つ
い
て
よ
く
説

明
し
、
利
用
者
と
自
立
支
援
に
向
け

た
目
標
を
共
有
し
、
合
意
形
成
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
敬
老
会
な
ど
の
元

気
な
高
齢
者
が
集
ま
る
場
で
、
介
護

保
険
に
頼
ら
ず
介
護
予
防
に
取
り
組

む
意
欲
が
引
き
出
せ
る
よ
う
な
社
会

生
活
の
充
実
に
つ
い
て
マ
ク
ロ
的
に

啓
発
し
て
い
き
た
い
。

③　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活

動
支
援
事
業
や
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
を
順
次
進
行
中
。

④　

来
年
度
か
ら
の
協
議
体
ス
タ
ー

ト
に
向
け
て
、
準
備
会
を
開
催
中
。

メ
ン
バ
ー
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

民
生
委
員
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
、
今
後
に
選
任
予

定
で
あ
る
。

問問答答

 

柔
軟
な
発
想
に
よ
る
「
投
票
済

証
」
は
で
き
な
い
も
の
か

�

【
総
務
部
長
】

　

投
票
済
証
は
、
岐
阜
県
下
42
市
町

村
す
べ
て
で
発
行
し
て
い
る
が
、
全

国
で
発
行
し
て
い
る
団
体
は
、
８
２

３
団
体
で
、
全
体
の
47
・
3
％
と
半

数
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
投
票
済
証

は
、
投
票
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る

紙
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、
自
身
の
思

い
出
や
収
集
目
的
で
発
行
を

求
め
る
方
も
あ
る
。
投
票
済

証
を
持
参
す
る
と
商
店
で
割

引
が
受
け
ら
れ
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

よ
う
だ
。

　

議
員
提
案
の
投
票
済
証
に

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
入
れ

た
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
が
投
票

率
の
向
上
、
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
有
意

義
な
ツ
ー
ル
に
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

取
り
入
れ
る
こ
と
に
対
し
て
前
向
き

に
考
え
る
。

　

御
嵩
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
４
人

の
委
員
も
投
票
率
向
上
に
大
変
前
向

き
な
考
え
を
お
持
ち
の
方
ば
か
り
な

の
で
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、

提
案
を
し
て
い
く
。

問問答答

一

般

質

問

一

般

質

問

御嵩町発行の投票済証

加藤保郎　議員

介
護
予
防
関
連
施
策
の
事
業
展

開
は
？

軽
度
者
の
自
立
支
援
を
図
り
た

い

問答

選
挙
啓
発
と
し
て
の
投
票
済
証

を
使
え
な
い
か
？

選
挙
管
理
委
員
会
に
提
案
を
す

る

問答

みたけ議会のたより  （平成28年11月15日号）
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防
災
、
福
祉
等
を
考
え
た
と
き
、

自
治
会
の
役
割
が
重
要
と
な
る
。
人

口
減
や
少
子
高
齢
化
の
中
、
自
治
会

間
で
の
合
併
な
ど
も
必
要
と
考
え
る

が

�

【
民
生
部
長
】

　

御
嵩
町
全
体
で
の
自
治
会
へ
の
加

入
世
帯
数
と
加
入
率
（
と
も
に
参
考

数
値
）
は
、
５
２
４
０
世
帯
と
72
・

８
％
、
徐
々
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

自
治
会
加
入
は
原
則
「
任
意
」
で
あ

る
が
、
転
入
時
で
の
加
入
斡
旋
を
実

施
し
て
い
る
。
自
治
会
組
織
は
、
住

み
良
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
欠
か
す

事
の
出
来
な
い
も
の
で
、
高
齢
化
が

ま
す
ま
す
進
む
近
年
で
は
特
に
地
域

の
中
で
孤
立
し
な
い
よ
う
な
支
援
、

見
守
り
を
受
け
る
た
め
に
も
自
治
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
は
大

切
な
必
要
基
盤
と
な
る
事
を
、
福
祉

行
政
な
ど
か
ら
も
呼
び
か
け
て
参
り

た
い
。

　

そ
の
強
化
対
策
や
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
は
、
１
自
治
会
あ
た
り
平
等

割
３
０
，
０
０
０
円
、
１
世
帯
あ
た

り
の
世
帯
割
１
，
０
０
０
円
の
自
治

会
活
動
報
償
金
の
配
分
な
ど
、
各
種

の
支
援
補
助
制
度
の
充
実
活
用
を
検

討
す
る
。
ほ
か
、
自
治
会
に
共
通
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て
広
域
的
に
協
議

す
る
組
織
で
あ
る
自
治
会
長
連
絡
協

議
会
で
も
、
加
入
促
進
や
自
治
会
離

れ
の
抑
制
策
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ

き
、
加
入
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

合
併
に
関
し
て
は
、
自
治
会
間
で

の
相
互
理
解
と
合
意
形
成
が
あ
れ
ば

行
政
と
し
て
も
前
向
き
に
奨
励
し
て

い
き
た
い
。

問問答答

 

町
の
人
口
増
加
に
併
せ
て
整
備

し
て
き
た
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

今
後
、
改
修
や
建
て
替
え
が
集
中
的

に
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に

対
処
す
る
専
任
の
担
当
者
を
配
属
し
、

事
業
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か

�

【
総
務
部
長
】

　

平
成
26
年
に
公
共
施
設
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
「
御
嵩
町
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
報
告
書
」
を
策
定
し
、

今
年
３
月
に
、〝
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
管
理
に
関
す
る
基
本
方
針
〟
を

定
め
た
「
御
嵩
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

今
後
の
10
年
間
を
第
１
期
と
し
て
、

整
備
等
を
す
る
施
設
の
優
先
順
位
付

け
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
で
、
定
期
的
な
点
検
・
巡
視
を

行
い
、
効
果
的
で
計
画
的
な
耐
震
化
・

維
持
管
理
・
修
繕
を
実
施
し
て
い
き
、

計
画
的
に
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

　

検
討
・
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

本
計
画
及
び
個
別
計
画
の
進
行
管
理

は
専
任
部
門
を
位
置
づ
け
、
分
野
横

断
的
に
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
は
企
画
課
企
画
調
整
係
が
担

当
し
て
い
る
が
、
先
進
自
治
体
と
同

じ
よ
う
な
組
織
体
制
を
組
む
の
は
難

し
い
状
態
な
の
で
、
現
状
の
体
制
を

基
本
的
に
は
維
持
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　

今
後
、
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は

専
任
職
員
の
配
置
も
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

問問答答

一

般

質

問

一

般

質

問山田儀雄　議員

自
治
会
活
動
の
在
り
方
に
つ
い

て
問
う

前
向
き
に
行
政
支
援
を
し
て
い

き
た
い

問答

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る

に
は
専
任
の
者
が
必
要
で
は
な
い
か
？

現
状
の
体
制
を
基
本
的
に
は
維

持
し
て
い
く

問答

みたけ議会のたより （平成28年11月15日号）
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
３
点
お
伺
い
す
る

①　

ニ
ー
ズ
調
査
の
未
返
送
者
に
対

し
、
個
別
訪
問
は
で
き
な
い
か

②　

住
民
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
主
体

と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
ど
う
進
め

る
か

③
「
２
０
２
５
」
問
題
を
乗
り
切
る

た
め
に
も
、
職
員
体
制
に
お
い
て
介

護
保
険
分
野
に
専
門
性
の
高
い
職
員

を
育
て
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

�

【
民
生
部
長
】

①　

要
支
援
高
齢
者
の
把
握
方
法
は
、

「
地
域
の
見
守
り
」
に
転
換
さ
れ
て

は
い
る
が
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
未
返
送

者
に
着
目
し
て
の
個
別
訪
問
は
大
変

意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
数
量
的

や
訪
問
体
制
で
の
課
題
は
あ
る
も
の

の
、
関
係
者
を
交
え
て
の
効
率
的
な

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②　

協
議
体
を
立
ち
上
げ
機
能
さ
せ

て
い
く
事
に
力
点
を
置
く
。
高
齢
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
皮

切
り
に
、
住
民
活
動
の
受
け
皿
づ
く

り
を
模
索
し
、
地
域
資
源
の
把
握
や

課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫

の
も
と
に
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
し
て
い
き
た
い
。

【
総
務
部
長
】

③　

人
事
異
動
は
、
職
員
に
幾
つ
か

の
職
種
を
経
験
さ
せ
、
そ
の
本
人
に

最
も
適
し
て
い
る
職
種
に
従
事
さ
せ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
専
門
知
識
を
身

に
つ
け
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
今
後

も
、
適
材
適
所
の
人
員
配
置
に
努
め
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

問問答答

一

般

質

問

一

般

質

問
 

営
農
組
合
な
ど
へ
の
田
ん
ぼ
の

利
用
集
積
が
進
め
ば
、
畦
畔
や
用
排

水
路
、
町
道
法
面
の
草
刈
り
な
ど
の

管
理
に
手
が
回
ら
な
い
。
環
境
政
策

の
新
た
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
め

な
い
か

�

【
町
長
】

　

農
地
の
維
持
管
理
が
大
変
な
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
行
政
と
し
て
、

で
き
る
こ
と
は
最
大
限
協
力
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。　

　

一
方
で
、
農
地
の
多
面
的
機
能
の

保
全
と
維
持
を
、
行
政
が
環
境
施
策

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
。
景
観
や
洪
水
調
整
機
能
の

維
持
に
つ
い
て
は
、
何
ら
異
論
を
挟

む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の

生
産
行
為
の
場
で
あ
る
農
地
を
、
行

政
の
環
境
施
策
の
対
象
と
し
て
算
入

す
る
こ
と
は
、
無
理
が
伴
う
。
農
地

と
し
て
の
生
産
性
の
向
上
ま
た
は
用

途
を
変
更
し
資
産
で
の
活
用
の
場
合

な
ど
に
、
環
境
機
能
と
い
う
違
う
観

点
が
義
務
化
さ
れ
、
押
し
付
け
ら
れ

る
可
能
性
も
出
て
く
る
か
と
思
わ
れ

る
。
日
本
の
農
業
の
あ
り
方
は
、
看

過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
農
業
を

実
践
し
て
お
ら
れ
る
立
場
の
方
々
か

ら
の
、
実
態
に
沿
っ
た
ご
提
案
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
御
嵩
版
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
、
行
動
を
惜
し

む
こ
と
は
な
い
。

問問答答

安藤信治　議員

田んぼの畦、水路の様子

岡本隆子　議員

み
ん
な
で
つ
く
る「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」の
在
り
方
と
は
？

協
議
体
の
中
で
創
意
工
夫
を
重

ね
た
い

問答

荒
廃
が
進
む
田
ん
ぼ
の
畦
や
水

路
な
ど
に
つ
い
て
伺
う

農
業
者
の
目
線
で
考
え
た
い

問答
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公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
３
点
お
伺
い
す
る

①　

具
体
的
な
実
施
計
画
策
定
は
？

②　

個
別
計
画
策
定
の
た
め
に
も

「
少
し
ず
つ
」
で
も
詳
細
な
調
査
を

始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

③　

公
共
施
設
の
老
朽
化
の
現
状
や

管
理
に
伴
う
財
政
を
説
明
す
る
場
づ

く
り
、
町
民
同
志
が
話
し
合
え
る
場

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か

�

【
総
務
部
長
】

①　

整
備
等
を
す
る
施
設
の
優
先
順

位
を
つ
け
、
個
別
計
画
策
定
に
取
り

組
む
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
長
い
時

間
、
多
大
な
労
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
な
事
業
な
の
で
一
気
に
進
む
の

は
難
し
い
。
少
し
ず
つ
で
も
前
に
進

め
て
い
き
た
い
。

②　

詳
細
な
調
査
結
果
を
ま
と
め
た

「
施
設
カ
ル
テ
」
は
既
に
作
成
済
み
。

こ
れ
に
毎
年
の
デ
ー
タ
を
追
加
し
て

い
く
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
カ

ル
テ
を
活
用
し
な
が
ら
議
論
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

③　

施
設
全
体
の
説
明
を
行
う
よ
り

も
、
個
別
施
設
、
ま
た
は
類
型
ご
と

の
施
設
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
ご
意

見
を
い
た
だ
く
や
り
方
の
方
が
、
町

民
に
わ
か
り
や
す
い
と
考
え
る
。
説

明
方
法
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問問答答

 

あ
ら
た
め
て
御
嵩
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
「
町
民
憲
章
」
を
見

つ
め
直
し
、
学
校
や
生
涯
学
習
で
活

用
で
き
な
い
か

�

【
教
育
参
事
】

　

町
民
憲
章
は
、
生
き
が
い
と

希
望
に
み
ち
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町
民
の

総
意
に
よ
り
昭
和
55
年
に
制
定

さ
れ
た
。
時
代
を
超
え
て
価
値

あ
る
町
民
共
通
の
財
産
と
し
て

受
け
と
め
て
い
る
。
町
民
憲
章

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

で
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
共
有
に
ふ
さ

わ
し
い
理
念
で
あ
り
、
町
民
憲

章
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

人
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

　

学
校
教
育
で
は
、
町
の
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
生
き
る
力

の
基
礎
づ
く
り
に
町
民
憲
章
を

活
用
し
て
い
く
。
生
涯
学
習
で
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
、
町

民
憲
章
の
理
念
や
精
神
が
根
づ
き
、

郷
土
の
発
展
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
町
民
憲
章
の
啓
発
に
努
め

て
い
く
。

問問答答

一

般

質

問

一

般

質

問高山由行　議員

御嵩町民憲章

御嵩公民館

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取

り
組
み
状
況
は
？

施
設
カ
ル
テ
を
活
用
し
、検
討

す
る

問答

今
一
度
、町
民
憲
章
を
見
つ
め

直
し
て
み
て
は
？

町
民
憲
章
は
ま
ち
づ
く
り
の
基

本

問答
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町
議
会
で
は
、
８
月
３
日
、
４
日

の
２
日
間
、
常
任
委
員
会
研
修
と
し

て
先
進
的
な
介
護
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
る
埼
玉
県
和
光
市
と
公
共
施
設

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
他
の
自

治
体
に
先
駆
け
て
具
体
的
な
実
践
を

始
め
た
静
岡
県
焼
津
市
を
視
察
し
ま

し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

（
8
月
3
日　
埼
玉
県
和
光
市
）

今
な
ぜ
和
光
市
が
注
目
さ
れ
る
の
か

今
な
ぜ
和
光
市
が
注
目
さ
れ
る
の
か

和
光
市
は
面
積
が
御
嵩
町
の
約
５

分
の
１
、
人
口
は
４
倍
以
上
、
渋
谷

ま
で
電
車
で
24
分
の
便
利
な
立
地
条

件
に
あ
り
、
財
政
的
に
も
恵
ま
れ
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
市
で
す
。
注
目
す
べ

き
は
、
平
成
26
年
の
介
護
認
定
率
が
、

全
国
平
均
18
・
２
％
、
御
嵩
町
17
・
４
％

に
対
し
て
９
・
４
％
と
い
う
驚
く
べ

き
低
さ
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

和
光
市
の
頑
張
り

和
光
市
の
頑
張
り

同
市
の
介
護
認
定
者
の
約
５
割
は
、

要
支
援
１
か
ら
要
介
護
２
ま
で
の
軽

度
で
す
。
軽
度
の
人
た
ち
の
重
度
化

を
防
ぐ
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
運
動
機

能
を
ゆ
っ
く
り
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
な
ど
、
和
光
市
独
自
の
方
式

の
実
現
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

綿
密
な
ニ
ー
ズ
調
査
　

綿
密
な
ニ
ー
ズ
調
査
　

「
あ
な
た
は
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
使

い
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
な
ど
の
意

向
や
要
望
だ
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
な
く
、
個
々
の
住
ま
い
や
家
族
の

状
況
な
ど
も
記
名
式
で
綿
密
に
調
査

し
、
未
回
答
者
に
は
、
個
別
に
職
員

や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問
し
、
孤
立
化

や
支
援
の
必
要
な
人
を
見
逃
さ
な
い

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
卒
業

介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
卒
業

「
介
護
保
険
を
使
っ
て
高
齢
者
を
助

け
る
」
で
は
な
く
、
以
前
の
生
活
を

取
り
戻
す
た
め
の
力
を
引
き
出
し
、
伸

ば
す
こ
と
を
目
標
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
過

剰
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
自
立
を
妨
げ

て
い
な
い
か
が
常
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
自
立
に
向

け
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
徹
底
し
、
さ

ら
に
軽
度
認
定
者
の
４
割
も
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
か
ら
卒
業
し
て
い
る
実
績

が
全
国
ト
ッ
プ
の
低
い
認
定
率
を
保

つ
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
卒
業
後
の
受
け

皿
と
し
て
、
市
独
自
の
多
く
の
生
活

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
意
識
改
革

キ
ー
ワ
ー
ド
は
意
識
改
革

御
嵩
町
で
は
、
よ
り
多
く
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
、
よ
り
上
位

の
認
定
度
が
望
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
介
護
度
が
下

が
る
こ
と
は
本
来
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
は
ず
が
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
受
取

ら
れ
不
満
や
苦
情
と
な
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
。
介
護

度
が
下
が
り
、
再
び
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
介
護

認
定
に
対
す
る
認
識
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。和
光
市
に
習
い

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
卒
業
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
な
ら
ば
、
医
療
や
介
護
に
携

わ
る
す
べ
て
の
職
員
や
事
業
者
な
ど
と

の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
徹
底
し
た
意

識
改
革
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
ケ
ア
会

議
の
充
実
、
既
存
の
筋
ト
レ
施
設
の
有

効
活
用
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

生
活
支
援
活
動
な
ど
が
有
効
に
機
能
し
、

す
べ
て
の
高
齢
者
に
光
が
当
た
る
よ
う

な
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
務

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

（
民
生
文
教
常
任
委
員
会
視

（
民
生
文
教
常
任
委
員
会
視

察
研
修
を
終
え
て
）

察
研
修
を
終
え
て
）

常
任
委
員
会
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
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総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

（
８
月
４
日　
静
岡
県
焼
津
市
視
察
）

先
送
り
で
き
な
い
重
要
課
題

先
送
り
で
き
な
い
重
要
課
題

公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
で
、

人
口
減
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
施
設

に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、
施
設
の
更

新
や
建
替
え
が
集
中
し
、
こ
の
ま
ま
先

送
り
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
孫
や
子
ど
も

に
大
き
な
課
題
を
残
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
長
期
的
視
野
に
立
ち
、

将
来
へ
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
、
本
町
の
公
共
施
設
の
更
新
、

統
廃
合
、長
寿
命
化
な
ど
を
検
討
す
る

た
め
、今
年
３
月
に
、基
本
方
針
な
ど
を

示
し
た「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
段
階
か
ら
踏
み
出
す
第
一
歩

計
画
段
階
か
ら
踏
み
出
す
第
一
歩

計
画
策
定
か
ら
の
次
の
第
一
歩
が

踏
み
出
せ
な
い
自
治
体
が
多
い
中
、
施

設
の
再
編
プ
ラ
ン
に
果
敢
に
挑
み
、
先

進
的
に
進
め
て
い
る
の
が
静
岡
県
焼

津
市
で
す
。

執
行
体
制
は
、
専
門
職
員
２
名
（
内

１
人
は
建
築
専
門
職
）
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
説
明
を
う
け
た

の
は
担
当
係
長
で
し
た
が
、
彼
の
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
確

固
た
る
信
念
と
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を

聴
く
中
で
、
興
味
深
い
点
が
あ
り
ま

し
た
。
一
部
で
す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

焼
津
市
の
担
当
の
話

焼
津
市
の
担
当
の
話

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
総
量
削
減
？

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
総
量
削
減
？

　

将
来
、
緊
縮
す
る
か
も
し
れ
な
い
財

政
状
況
を
冷
静
に
分
析
す
る
中
で
、
単

に
行
政
側
の
一
方
的
な
思
い
だ
け
で
経

費
削
減
の
た
め
に
「
公
共
施
設
を
減
ら

す
」
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
ご
と
に

本
当
に
必
要
な
機
能
、
サ
ー
ビ
ス
は
何

か
を
見
つ
め
直
す
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
が
重
要
だ
。
結
果
、
行
政
と
地
域
の

合
意
形
成
の
も
と
に
、
子
や
孫
に
重
い

負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
将
来

ま
で
安
心
・
安
全
に
施
設
を
利
用
す
る

に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
判
断
（
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
す
べ
き
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
再
編
プ
ラ
ン

公
共
施
設
の
再
編
プ
ラ
ン

　

焼
津
市
で
は
、
複
数
の
公
立
保
育
園

を
統
合
し
、
新
た
に
地
域
交
流
施
設
の

機
能
を
追
加
す
る
、
小
学
校
の
音
楽
教

室
や
調
理
教
室
な
ど
を
公
民
館
施
設
と

し
て
複
合
化
し
有
効
活
用
す
る
な
ど
、

実
際
に
再
編
プ
ラ
ン
を
進
め
て
き
た
。

地
域
に
あ
る
施
設
の
再
編
プ
ラ
ン
を
地

域
で
議
論
し
、
実
現
可
能
で
あ
れ
ば
、

行
動
計
画
と
し
て
個
別
再
編
プ
ラ
ン
を

策
定
し
て
い
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
不
変
で
あ
る
べ
き

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
不
変
で
あ
る
べ
き

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
20
年
、

30
年
先
を
見
据
え
た
長
期
戦
略
だ
。
首

長
や
議
会
、
担
当
者
が
代
わ
っ
て
も
、

そ
の
基
本
方
針
や
再
編
プ
ラ
ン
が
不
変

の
も
の
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
道
路

や
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資

産
に
つ
い
て
の
調
査
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

本
町
の
老
朽
化
が
進
む
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
、
長
寿
命
化
な
ど

の
対
策
は
、
今
後
、
町
財
政
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
想
定

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
、
特
に
庁

舎
、
学
校
、
公
民
館
、
保
育
所
、

高
齢
者
福
祉
施
設
な
ど
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
再
編
プ
ラ
ン
は
、
長
い

年
月
を
必
要
と
す
る
長
期
戦
略
で

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
、
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

議
会
と
し
て
は
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
継
続
的
な
取
り
組

み
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
方
策

を
検
討
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

（
総
務
建
設
産
業
常
任
委
員

（
総
務
建
設
産
業
常
任
委
員

会
視
察
研
修
を
終
え
て
）

会
視
察
研
修
を
終
え
て
）
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編

集集
後
記

熊
本
地
震
後
、
御
嵩
町
で

は
新
庁
舎
建
設
が
一
番
の
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
想
定

震
度
６
弱
と
さ
れ
る
「
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
に
備
え
、

12
月
に
開
催
さ
れ
る
第
４
回

定
例
会
に
は
、
現
在
地
か
新

天
地
か
の
何
ら
か
の
答
え
が

出
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
議

会
と
し
て
こ
の
２
案
に
つ
い

て
、
８
月
21
日
に
中
公
民
館

で
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
第
３
回
定
例

会
で
「
新
庁
舎
整
備
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
２
案
を

審
議
・
検
討
中
で
す
。

こ
の
「
み
た
け
議
会
の
た

よ
り
」
が
届
く
こ
ろ
に
は
、

特
別
委
員
会
の
結
論
が
出
る

と
思
い
ま
す
。

（
M
・
F
）

8
月

２日 議会報編集委員会
３日 民生文教常任委員会視察
４日 総務建設産業常任委員会視察

18 日 議会運営委員会・全員協議会
19 日 議会活性化研究会

岐阜県議長会評議員会
岐阜県国民健康保険運営協議会会長連絡協議会

21 日 議会住民懇談会
24 日 総務建設産業常任委員会協議会
25 日 民生文教常任委員会協議会
26 日 後期高齢者医療広域連合議会
29 日 全員協議会・議会運営委員会
30 日 議会活性化研究会

9
月

１日 第３回定例会（初日）
第１回新庁舎整備特別委員会

４日 防災訓練
６日 第３回定例会（一般質問）
７日 第３回定例会（委員会付託）

第２回新庁舎整備特別委員会
10 日 各務原浄化センター記念式典
13 日 民生文教常任委員会

県民栄誉大賞表彰・リオ五輪競泳祝勝会
14 日 第３回新庁舎整備特別委員会
15 日 総務建設産業常任委員会
20 日 第３回定例会（最終日）

議会活性化研究会
第４回新庁舎整備特別委員会
議会報編集委員会

23 日 可児地区高齢者交通安全大会
全国レクリエーション大会 in 岐阜総合開会式

28 日 国土交通省事業調整連絡会議
29 日 第５回新庁舎整備特別委員会

10
月

１日 白川町合併 60 周年記念式典　
４日 共和中学校組合議会

議会報編集委員会
６日 第６回新庁舎整備特別委員会
８日 鉄道の日参加
９日 川辺町合併 60 周年記念式典

11 日 議会活性化研究会
第７回新庁舎整備特別委員会

12 日 岐阜県町村議会議長会定期総会及び町村議会
正副議長研修会

13 日 議会報編集委員会
15 日 可児地区地域安全大会
24 日 可茂町村議会議長会及び正副議長交流会

第８回新庁舎整備特別委員会
27 日 議会報編集委員会
28 日 議会運営委員会・議会活性化研究会
31 日 全国環整連全国大会

（8月～10月）議 会 日 誌

　傍聴ご希望の方は、議会当日、議会事務局受
付（役場２階）で住所、氏名等を所定の用紙に
記入後、傍聴券をお受け取りください。議場傍
聴席で傍聴できます。ぜひ、直接ご覧になって
ください。

　一般質問の模様が生中継（場合によっては録
画放送）されます。ぜひ、ご覧ください。

12 月８日　開会日
　　　　　　（議案説明）
12月13日　一般質問
12月14日　一般質問
12月16日　最終日
　　　　　　（討論・採決）

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

平成28年

第４回定例会（予定）

議会を傍聴できます

一般質問はケーブルテレビ可児で
ご覧いただけます

次回

お知らせ

みたけ議会のたより  （平成28年11月15日号）
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T
O

P
IX

御
嵩
町
で
可
茂
町
村
議
会
議
長
会

　

10
月
24
日
（
月
）、
御
嵩
町
役
場
で
可

茂
町
村
議
会
議
長
会
（
会
長 

御
嵩
町
議

会
議
長 

大
沢
ま
り
子
）
が
開
催
さ
れ
、

こ
の
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
８
日
（
土
）、
名
古
屋
市
金
山
総
合

駅
周
辺
で
「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
生
か
ら
募
集

し
た
「
み
た
け
の
ま
ち
を
走
る
赤
い
電
車

応
援
ポ
ス
タ
ー
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

御
嵩
町
議
会
活
動
と
し
て
、
金
山
駅
コ

ン
コ
ー
ス
で
名
鉄
広
見
線
活
性
化
協
議
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
、

多
く
の
方
に
御
嵩
町
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

会長としてあいさつする大沢議長

議
会
活
動

■平成28年11月15日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
で
し
た
。

次
号
は
2
月
15
日
発
行（
第
４
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。


